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令和７年５月 1 日(木)発行責任者 校長 國分 洋 

 

新緑の５月～新年度スタートから 1 ヶ月～ 

新緑がまぶしく、爽やかな風薫る５月を迎え、17 日に開催され 

る運動会に向けて、子どもたちは元気に練習に取り組んでいます。 

先日の第１回授業参観・学年懇談会、ＰＴＡ総会・交通安全 

母の会総会では、たくさんの保護者の皆様にご来校いただき、 

誠にありがとうございました。 

新たな目標に向かって、意欲的に生き生きと学び合う子どもたち 

の姿を参観いただきましたが、入学式、始業式から早くも１ヵ月、 

そろそろ疲れも出てくる頃であります。日中と朝夕の寒暖差も大 

きく、体調をくずしやすい季節でもあるため、健康管理面（食事・ 

睡眠・運動）には、ご留意ください。 

また、連休後半も安全で充実した休日となりますよう、交通安全、 

不審者防犯をはじめ、ご家庭でも具体的な指導をいただきますよう 

お願いいたします。 

今後も学校と家庭が手を携えながら、安心安全な教育環境づくり 

と、学びの充実のために、ご協力をお願いいたします。 

 

熱中症対策と、けがの防止について 
５月は、運動会や体力テスト、プール開きも予定されており、熱中症対策やけがの防止に努めなければなら

ない時節であります。熱中症対策やけがの防止のため、子どもたちの健康安全面の連携指導お願いいたします。 

 

◇ 熱中症対策について 

学校では、暑さ指数計や環境省アラート情報に基づき、運動や外遊びを制限してまいります

が、以下の点について、ご家庭でも改めてご指導ください。 

〇 暑いときは、運動を控える。（体育館など屋内も要注意） 

〇 こまめな水分と塩分の補給 

〇 日々の体調管理に努める。（睡眠不足や体調の悪いときは、体温調節能力も低下します。） 

 

◇ けがの防止について 

学校生活にもなじみ、子どもたちの行動も活動的になる５月は、体育の授業や休み時間における擦過傷、捻

挫、打撲などのけがが増える傾向にあります。特に首から上のけが（頭、顔、首）のないよう、学級や全校で

安全指導の徹底を図ってまいりますが、交通安全面を含め、校内外のけがの防止のために、ご家庭でも以下の

点について、ご注意いただきたくお願いいたします。 

〇 学校、家庭、児童クラブ等における室内の安全な過ごし方のきまりやルールを守る。 

〇 周りに人がいないか、あぶないものがないか、よく見て行動したり、運動したりする。 

〇 あわてない、おこらない、ふざけすぎない。 

 

 



 

子育ての悩み事 ワンストップで  

「富田小学校 子育て支援窓口」開設 お気軽にご連絡ください。 

 

先日のＰＴＡ総会でもご案内いたしましたが、保護者の皆様との連携強化と教育相談のよりいっそう

の充実を図るために、今年度より新たに教育相談コーディネーター（学校心理士 川崎 潤 教諭）

による子育て支援窓口を設置しております。昨日、フライヤ（案内）を各家庭に配布（ホームページ

内「学校だより」参照）いたしました。子どもさんのこと、子育てのことでご心配なことがありまし

たら、お気軽にご連絡ください。 

 

 

＜「子育て支援窓口」の開設にあたり 校長より＞  

 

（当然ながら）子どもたちは、顔や身長や体重がちがっているように、得意なことも、不得意なことも、性

格もすべてちがいます。つまり、誰一人として同じ子ども（人間）はいません。 

なのに、教育や子育てに関する書籍やサイト等では、年齢や学年ごとに「一般的な（？）」姿や身に付けな

ければならないスキル等が示されているものを目にすることがあります。 

 

親とすれば、「みんなそうなのかなあ・・・」、「他

の子はできているのに・・・」、「みんなと同じよう

にしなければ・・・」等と、つい思ってしまい、他の

子と比べてしまいがちです。 

 

「こうでなければならない」、「これができないの

はどうして」と捉えるのではなく、「ここまでできて

いる」、「こんなよさがある、こんなこともできる」

と、まずは子どもさんの「よさ」に目を向けてほしい

と思います。 

子どもさんの性格や成長に合わせて、「前向きに」

その子に応じた適正なサポートやアドバイスをするた

めには、他の子と比べるのではなく、日々の成長や毎

日の頑張りをたくさん見つけ、評価し、励ましてあげ

ることが大切なのです。 

 

子どものすべての行動や表現には、必ず意味があり

ます。ありのままの姿を冷静に受けとめ、学校と家庭

が連携し、共に考え、同じ価値観で共にサポートして

いけば、子どもの安心感と自己肯定感の向上、さらに

個性の伸長を図ることができると考えます。 

 

子どもたちが、よさを伸ばし、自信を積み重ねていくことができるよう、また、保護者の皆様が安心して子

育てができるよう、本校教育相談窓口をどうぞご活用ください。 

 


